







＜ 目 次 ＞
０． はじめに－知的資産研究－
１． 知的資産研究と各国の対応














































１） 村本 [2007] pp. 77~80参照。














































［１．１］ MERITUM [2002]，DMSTI [2003]，PRISM [2003]
（１） MERITUM [2002]
１９９０年代末，欧州委員会は知的資産という当時未開拓領域の研究に着手し，
MERITUM (MEasuRing Intangibles To Understand and improve innovation Man-















































４） 古賀他 [2007] によれば，「MERITUM が無形財の新たな競争優位性について幅広いアウト
ラインを示そうとしているのに対し，デンマーク・ガイドラインは専門性の高い方法を指向
し，……MERITUM の一般原則より，具体的実践を指向しているものと位置づけることが
できる」という（古賀他編 [2007] pp. 325~326）。
５）『通商白書』（２００４年版）では以下のように記述している。欧州においても，２０００年１月
に，欧州委員」会 (The European Commission) において，知的資産に関する有識者による検
討プロジェクト（PRISM プロジェクト）が開始され，２００３年９月には，報告書 (“The PRISM






























































































































































７） MD&A に関連する SOX 法の条項は４０１条 (a) であり，１９３４年証券取引法の規制に修正
を加えたものである。






的資本経営の基本概念とスキルを纏めた RICARDIS (Reporting Intellectual Capi-
tal to Augment Research, Development and Innovation in SMEs) Report を纏めて












































ICAB (Intellectual Capital Sweden AB) が，Leif Edvinsson 教授の知的資本に
関する理論に準拠し，知的資本を測定・評価するツールを開発し，IC-Rating
として知られている。IC-Rating は，①効率性（将来価値を生み出す IC の効率
性），②リスク（現在の効率性への脅威，脅威が現実のものになる確率），③刷
新及び開発（刷新及び現在の効率性の開発のための努力），から企業分析を行








９） RICARDIS pp. 9~16, 97~115. この報告書では，日本やオーストラリアでの最近の取組み









オーストラリア政府の委任を受けた Society for Knowledge Economics が










パリ第１１大学教授・マルネ・ラ・ヴァレ大学の Bounfour 教授は IC-dVAI
























［２．１］ アルベール [1991] の議論
（１）２つのタイプの資本主義 －資本主義対資本主義－
















１１） Albert [1991]，邦訳 [2008]。ライン・アルペン型というとき，スイスのアルペン型，ドイ
ツのライン型というサブカテゴライズも示唆している（邦訳 [2008] pp. 38~39）。合成型とし
てフランスもあり，この合成型については，同書 p. 128と第１１章。


























１３） 前掲書 p. 30。
１４） 前掲書 p. 30。











１６） 前掲書 p. 35。

































会）で弱体化した点は，岩井 [2006] に詳しい (pp. 55~56)。
２０） Albert [2000]，邦訳 [2008] p. 143。





























２２） 佐和隆光 [2002] は，このような資本主義をクローニー・キャピタリズム（仲間内資本主
義）と呼んでいる。
２３） Albert [2000]，邦訳 [2001] p. 237。
２４） 前掲書 p. 238~262。ライン型資本主義がネオアメリカ型資本主義よりも相対的にずっと競
争力があるにもかかわらず，８０年代初めから心理的，政治的に勝利をおさめているのはネ
オアメリカ型であると，指摘した（前掲書 p. 237）。





















を行ない，『日本型資本主義と市場主義の衝突』(Stock Market Capitalism: Wel-
fare Capitalism) において，アメリカをモデルとする市場中心主義に対する対抗
２６） 前掲書 p. 210。








２８） 前掲書 p. 258。
２９） 前掲書 p. 259~262。アルベールの書物は，２つのタイプの資本主義の対立の中で，フラン
スの立ち位置を示そうという意図から執筆されたものであり，ライン型資本主義がフランス
にとって重要であることを論じた（第１１章）。

































３１） Dore [2000]，邦訳 [2001] p. 324。




































































３５） 前掲書 p. 327。
３６） 前掲書 p. 273。
３７） 前掲書 pp. 329~331。
３８） 前掲書 pp. 331~332。




























４１） 福島清彦 [2002] [2006] など。
４２） 福島清彦 [2002] p. 59

























































































































４７） Albert [1991]，邦訳 [2008] p. 227，pp. 231~235。「金融のグローバリゼーションは，超自
由主義の資本主義を普及させる。……ネオアメリカ型資本主義は，ライン型資本主義の真っ
只中にトロイの木馬を進めている」としている（邦訳 p. 235）。






























































５０） Giddens [1999]，邦訳 [2001] p. 22。
５１） 前掲書 p. 25。
５２） 前掲書 pp. 24~25。
５３） 村本 [2004] 参照。




































































５６） Soros [1998]，邦訳 [1999] pp. 22~24。
５７） 前掲書 pp. 26~29。
































５９） Giddens [1999]，邦訳 [2001] pp. 26~34。
６０） 前掲書 pp. 175~177。



































































６３） Stigliz [2002]，邦訳 [2002] p. 11。






























６５） Reich [2007] 邦訳 p.4。
６６） 前掲書 p. 4。
６７） 前掲書 pp. 6~7。
６８） 前掲書 p. 8。
６９） 前掲書 p. 68。



























７１） 前掲書 p. 117。
７２） 前掲書 p. 121。
７３） 前掲書 p. 308~309。法人は単に株主の集合体にすぎないとする説。法人は自然人に擬制し







































７４） 金融排除問題については，東京郵政局貯金部 [2002] 参照。
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